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Pulmonary　 Hypoplasia:Prediction　 with　 Use　 of　Ratio　 of　MR　 Imaging-measured

　　　　　　　　Fetal　 Lung　 Volume　 to　US-estimated　 Fetal　 Body　 Weight

　　　　　　　　　　　　　　(商速度MRIを 用いた胎児肺形成指標の確立)

内容の要旨

谷　垣

　 肪低形成は、胎児期にお ける肺の発 育 ・形成不全 の為、分娩直後 よ

り重度の呼吸障害に陥る新 生児 死亡率が 高い疾 患であ る。肺 低形成を

出生 前診断す ることは、胎児治療や帝王切醐術の適応 を決定する際に

丞要 である。従来、肺低形成の出生前診断は、現病歴 に加z,超 音波

断層法(以 下USと す}が 用い られて きたが、一定の 見解が禍 られてい

ない。また、USは 、羊水過少例、母体の肥満 、胎児 のrr化 の進行等に

より胎 児肺 の描 出が 困難で ある。

　 肺容積は肺低形成 の発症 に関与す る最 も重嬰 な因子 であ り.胎 児肺

容積の評価は、肺低形成の出生前診断 に有用 と考え られ る。従来の胎

児M則 検査は、m像 中の胎動によるmotion　artifactを減少 させ る為、胎

児への鎮静剤投与が必要で あった。高速1$MRIは 、母体 怠 こらえの短

時間に撮像が可能 とな り、胸郭内臓器であ る胎 児肺 も明瞭 に全肺 野を

描出可能 となった。これ までM則 を用いた胎児肺形成の評 価は、妊娠

週数から予測 され る肺容積 と.MRIに て測定 した肺容積 とを比較 し行

われていた。 しか し、妊娠週数か ら予測 され る肺容積は 、巨 大児や子

宮内胎 児発育運延児 の よ うに胸郭 の大き さが 平均的な発 育の児 と異

なる堀合 不正確 である。

　 初めに.高 速度MR【 を用いて御 られ た胎児肺 容積 似 下MR・FLVと

す)とUSよ り算出 された胎児推定体重 似 下US-FBWと す)か ら肺低

形成の 出生前診断の ための新指標MR-FLWUS。FBWを 作成 した。　MR・

FLVNS・FBWは 、ハイ リスク群におい て対照 群に比 し有意 に低値で

あった。さらにハ イ リスク群におけ る検討で、肺 低形成 と出生後診断

され た児のMR-FLVNS・FBWは 、肺低形成 と診断 され なかった児に比

し有意 に低mを 示 した。現在最 も広 く用 いられ ている肺 低形成の確定

診断法は、体重/肺 重量比であ り、MR-FLVNS・FBWは 、最 も近い方

法であ る。これ までに肺低形成の出生前診断にっい て胎児肺 と体重に

っいての綴告はなかったが、今回肺低形成 を発痘する児は 、胎児期よ

り体重に比 して肺 容積が少 ない ことを表 し、MR-FLVNS・FBWが 肺低

形成の出生前診断 の指標に な りうることを示 した。

　次に従来か ら用い られ てきたUSに よ る肺 低形成 の出生前診断の 各

指擦 とMR・FLVNS-FBWを 比較 し、臨床的 有用性 にっいて検肘 した。

MR・FLVNS・FBWは 、USに よる各指標に比 し最 も高い診断精度 を示 し

た。これは、USに よる指標 は2次 元 であn,立 体的な評価で あるMRl

の優位性 を示唆 した。

　以上商速度MRIよ り測窟 した胎児肺容積(MR・FLV)とUSよ り算出

され た胎児推定体重(US・FBW)を 用 いた新 しい指標MR・FLWUS・FBW

は、胎 児の肺 形成 を推 測可 能 とし、肺低形成 の出生 前診断 に有 用で

あうた。

伸　治

論文審査の要旨

　 肺低形 成は 、胎児 期 におけ る肺 の発 育 ・形成 不全の為 、分娩 直後

よ り重度 の呼吸障aに 陥 る新生児 死 亡率が高 い疾患 であ る。 肺低 形

成の出生 前診断 は、胎 児治療 や帝 王切開術 の適応 の決定 に蓮嬰 であ

る。 近年朋 発 され た高速 度nauに よ り、短時 岡に撮 像可 能 とな り、

胎児肺 も明瞭 に描出 可能 とな った。 そ こで本研 究では、 高速度MRl

よ り得 られ た胎児肺 容棚(MR-FLV)と 超 音波断 層法(US)よ り算

出 され た胎児 推定 体 重 〔US・FBWJか ら肺 低 形成 の出生 前診断 の新

指標MR。FLWUS。FBWを 作成 し、肺 低形成 の 出生 前診断 を試 み た。

現在 汎用 され てい る肺低 形成 のas定 診断法は 、剖 検時の体lf[r肺重量

比であ り、MR-FLVNS-FSWは 出生前診断 と しては最 も理想 的な方

法であ る。我 々 は、本 研究 に よって、肺低 形成 を発 症す る児が 、胎

児 期 より体重に比 して肺容 積が少 ない こ とを明 らか に し、MR。FLW

US・FBWが 肺 低形成 の出生 前診 断の 指標 にな りうる こ とを示 した。

次に従来 か らのUSに よる肺 低形成 の各指標 とMR-FLV/US・FBWを 比

較 、有 用性 について検 討 した。b1R-FLVNS-FBWiは 、　USの 各指標 に

比 し最 も高い 診断糟度 を示 した。以 上、商速度MR1とUSを 用 いた新

しい指標MR・FLVNS-FBW13、 胎 児 の肺形 成 を推 測可能 と し、肺 低

形成 の出生前診断 に有用であ った。

　 審 査で は、まず、M則 の安 全性に つい て質問 がな され 、器官形 成

期 を さけて鍛 像 して いる こと、十 分 なイン フォーム ドコ ンセ ン トを

得 て検 査 を施 行 してい る と回答 され た。 次に今回 用い られ た高速 度

M則 の 撮蝕 方法につ て脱明 が求 め られ 、1回 のパ ルスのみ を用 いて

画像 を作成す る ことによ り、振 像時岡 の短縮 が図 られ た ため、出生

前診断 に応 用 され た こ とが説明 され た。今回 の新 指標の 偽陽性症 例

につ いて は、骨 系続 疾愚 のUS-FBW測 定の困難 さが説明 され 、そ の

よ うな症例に ついて13MR1を 用 いて の体重の 推定 が有効 であ る可能

性 が 示唆 され た。 従来 のUSを 用 い た指 標 に比 しての利 点 に つい て

は、MRIは 胎 児の 大 きさや 母体 の撮像 条件 に よらず、正確 な胎児肺

容積が測 定で きるこ とか ら、胸腔内 病変 を もっ胎児 に対 して特 に有

効であ るこ とが説 明 され 、偽 陰性症 例が存在 す る ものの横隔 膜ヘ ル

ニア症例 において その予 後を推 測 で きる初めての 指標が 作成 され た

と回答 され た。肺 低形 成 と診 断 され た児の胎 内治療 につい て質問 さ

れ たが、現在肺 低形成 に対す る有効 な胎 内治療 は ない もの の本研 究

によ り、正確 な胎内診 断が なされ る ことで、今 後の 治療 法 の開発 に

もつ ながる可能性があ ると回答 され た。

　以 上のよ うに、本研究は いくつか の検討課題は残 している ものの、

高速度MRIを 使用 す るこ とに よ り、USで は困 難で あうた肺低 形成 を

出生前診断す る上で有意義 な研 究で ある と評価 され た。
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